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Ｑ１ ポジティブリスト制度とは、どのような制度ですか？ 

 

Ｑ２ 農薬の残留基準値を守るにはどうすれば良いのですか？ 

 

Ｑ３ 飼料添加物については、新たな対応が必要ですか？ 

 

Ｑ４ 動物用医薬品については、使用禁止（休薬）期間に注意が必要だと聞きましたが？ 

 

Ｑ５ 畜産農家としては、どのような対応が必要ですか？ 

 

Ｑ６ 消毒剤を出荷トラックや資材の消毒に使用する場合、どのような注意が必要ですか？ 

 

Ｑ７ 動物用医薬品と同一の成分を含む人体用又は人獣共用の医薬品には、動物用医薬品とし

ての使用禁止（休薬）期間が定められていないが、規制の対象になるのですか？ 

 

 

 

【資 料 編】 

●飼料中の残留農薬の基準値 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成18年５月29日） 

 

●休薬期間に注意が必要な動物用医薬品（平成18年５月29日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成20年１月４日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成20年12月26日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成21年５月27日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成22年５月11日） 
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●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成22年12月24日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成25年2月6日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成25年10月11日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成27年4月28日） 

 

●使用基準の新定及び改正により注意が必要な動物用医薬品（平成27年6月16日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成28年3月18日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成29年8月8日） 

 

●使用基準の新定及び改正により注意が必要な動物用医薬品（平成30年4月25日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成30年5月14日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成30年8月3日） 

 

●使用基準の新定により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成30年11月15日） 

 

●使用基準の新定により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成30年11月29日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（平成30年12月21日） 

 

●使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品（令和2年11月5日） 
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（説明）動物用医薬品と同一成分を含む人体用又は人獣共用の医薬品については、動物用医薬品としての

使用禁止期間は定められていないが、食品衛生法上の規制は同様に行われることになっており、その使用

に際しては、同様の休薬期間を設けなければ、食品衛生法違反になる可能性がある。 

製品の名称欄に記載されている医薬品には漏れがある可能性があるので、医薬品名及び投与経路を確認して使

用すること。 

 

 

１．従来の使用禁止期間が短縮された動物用医薬品（下線部が改正部分） 

医薬品 使用対象動物 

 

使用禁止期間 

（改正前） 

使用禁止期間 

(令和 2 年 11

月5日以降) 

製品の名称 

（製造販売会社名） 

 

ツラスロマイシンを有

効成分とする注射剤 

豚 

 

 

と殺する前

28日間 

と殺する前 

16日間 

ドラクシン（ゾエティ

ス・ジャパン株式会社） 

ドラクシン 25(ゾエティ

ス・ジャパン株式会社) 

 

使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品 

（令和2年11月5日改正） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 内容に関するお問い合わせは、お近くの家畜保健衛生所まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成18年５月29日発行 

令和2年11月5日最終改訂 

 

○東部家畜保健衛生所 

  ＴＥＬ ０７６－４７９－１１０６ 

  ＦＡＸ ０７６－４７９－１１４０ 

   http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1687/form.html 

 

○西部家畜保健衛生所 

  ＴＥＬ ０７６３－３３－２３１５ 

  ＦＡＸ ０７６３－３３－６３２０ 

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1688/form.html 

 

  

発 行／富山県農林水産部農産食品課 

              TEL 076-444-8816  FAX 076-444-4410 

      http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1613/form.html 


